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ISO（International Organization 
f o r  S t a n d a r d i z a t i o n ） / I E C

（International Electrotechnical 
Commission） JTC（Joint Technical 
Committee） 1 は，ISOとIECが 共 同
で設立した，情報技術分野の国際標
準化を担う組織です．2018年11月 5 ～
8 日まで，ISO/IEC JTC 1 総会がス
トックホルムで開催されました．ここ
では，ISO/IEC JTC 1 ストックホル
ム総会にて設置が決議された，新技
術領域に関するSG（Study Group）
の動向を中心に紹介します．

ISO/IEC JTC 1

ISO（International Organization for 
Standardization）/IEC（International 
Electrotechnical Commission） JTC

（Joint Technical Committee） 1（1）は，
ISO（2）とIEC（3）が共同で設立した，情
報技術分野の国際標準化を担う組織で
す．従来，情報技術分野の国際標準化
については，ISOにおいてはISO/TC

（Technical Committee） 97（1960年設立）
が，また，IECにおいてはIEC/TC 53

（1961年設立）が進めてきました（4）．この
ため，両組織間での技術分野の重複が
問題となってきました．この問題を解消
させるため，JTC 1 が1987年に創設され
ま し た．JTC 1 の 事 務 局 は，ANSI

（American National  Standards 
Institute）が務めています．2019年 3
月現在，JTC 1 は，Pメンバ（積極的

参加）が34カ国，Oメンバ（オブザー
バ）が65カ国です．

JTC 1 総会はJTC 1 の最高意思決
定会議体であり，主要議題は次のとお
りです．

①　JTC 1 配 下 のSC（Sub Com-
mittee）・ SG（Study Group）等
の創設 ・ 改廃

②　SC国際議長の選任
③　業務指針の改定
④　SCの活動状況の報告

JTC 1 の組織構成

JTC 1 の組織構成を図に示します．
規格開発はJTC 1 直下の 2 つのWG

（Working Group） と22のSCが 担 い
ます．業務指針の見直しなどマネジメ
ントに関する審議は，JTC 1 直下の
AG（Advisory Group），AHG（Ad 
Hoc Group）が担います．将来の規格
開発を視野に入れた課題の検討など技
術に関する審議は，JTC 1 直下のSG，
SWG（Special Working Group）が担
います．

JTC 1 は，JTC 1 以外の組織とも
リエゾンを構築しています．具体的に
は，IEC/TC 65 （プロセス計測制御 ・
オートメーション），IEC/TC 100

（AV ・ マルチメディア，システムおよ
び機器），ISO/TC 215（保健医療情報），
ISO/TC 307（ブロックチェーンと電
子分散台帳），ITU-T（International 
T e l e c o m m u n i c a t i o n  U n i o n  – 
Telecommunication Standardization 
Sector），Ecma International等です．

2018年11月のJTC 1 ストックホル
ム総会までは，JTC 1 の直下に，JAG

（JTC 1  Advisory Group：JTC 1 国
際議長の諮問会議）が設置されており，
マネジメント ・ 技術ともJAGにて審
議されてきました．JTC 1 ストック
ホルム総会をもってJAG会議は開催
されないこととなり，JAG会議で扱っ
ていたマネジメント系の会議体，およ
び新技術の調査等を行う会議体が，
JTC 1 直下に設置 ・ 再編されました．

このような状況において，日本は主
に次のようなかたちでJTC 1 の運営
に大きく貢献しています．

①　22すべてのSCおよびJTC 1 直
下の 2 つのWGにおいてPメンバ
として参画

②　SC 2（文字コード），SC 23（デ
ジタル記憶媒体），SC 28（オフィス
機器），SC 29（メディア符号化）の
国際議長および幹事国の引き受け

③　延べ約110名のプロジェクトエ
ディタ（2018年 5 月現在）

④　JTC 1 総会のホスト（2020年
11月の招致決定分を含む計 4 回）

新技術領域に関するSGの 
設置と日本の検討体制

本稿執筆時点で直近のJTC 1 総会
は，2018年11月 5 ～ 8 日までストッ
クホルムにて開催され，日本を含む24
カ国 ・ 各SCの国際議長 ・ リエゾン等
から約100名が参加しました．新任の
JTC 1 国際議長であるPhilip Wennblom
氏（米国）にとっては，就任後最初の
総会でした．

ISO/IEC JTC1の最新動向
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この総会において，日本は，寄書発
表等を通じた意見提起，創設が決まっ
たSGの作業項目に関する議論，起草
委員会委員等を通じて，JTC 1 の運
営に貢献しました．

以下では，JTC 1 ストックホルム
総会にて創設が決まったSGのうち，
新技術領域に関する主要SG，および
JTC 1 ストックホルム総会後の日本

の対応に焦点を当てて紹介します．
■新技術領域に関する主要SG

（1）　量子コンピューティング
JTC 1 における量子コンピュー

ティングの技術動向調査は，JETI
（JTC 1  Emerging Technology and 
Innovations）（5）にて行われてきました．

JETIとは，JTC 1 で取り組むべき
新規標準化テーマの候補を検討するこ

とを主目的にJAG内に2016年 8 月に
創設された検討グループです（その後，
JTC 1 ストックホルム総会を経て，
JTC 1 直 下 のSWGと し て 改 組 ）．
JETIは，15領域のトップ ・ プライオ
リティ ・ テクノロジを定め，直近では，
4 つの技術領域（デジタルツイン，自
動運転車，量子コンピューティング，
ブレインコンピュータインタフェー

ISO/IEC JTC 1

JAG

AG

AHG 1

AHG 2

SG 1

SG 2

（SG 3 ）

SG 4

SG 5

SG 6

SG 7

SG 8

SWG 2

SWG 7

WG 11

WG 12

JTC 1 の運営

教育のための仮想現実および拡張現実

システムインテグレーションのファシリ
テーション

標準と規制

オープンソースソフトウェア

量子コンピューティング

3Ｄプリンティングとスキャニング

自律的およびデータリッチな輸送機関

「広義の信頼性」

システムインテグレーションのための高次参照
アーキテクチャおよび参照アーキテクチャ

データ利活用

アウトリーチ

外部とのコミュニケーション

新たな技術とイノベーション

スマートシティ

3Ｄプリンティングとスキャニング

SC 2

SC 6

SC 7

SC 17

SC 22

SC 23

SC 24

SC 25

SC 27

SC 28

SC 29

SC 31

SC 32

SC 34

SC 35

符号化文字集合

通信とシステム間の情報交換

ソフトウェアおよびシステム技術

カードおよび個人識別のためのセキュリティ
デバイス
プログラム言語，その環境およびシステム
ソフトウェアインタフェース

情報交換および保存用デジタル記録再生媒体

コンピュータグラフィックス，画像処理および
環境データ表現

情報機器間の相互接続

セキュリティ技術

オフィス機器

音声，画像，マルチメディア，ハイパー
メディア情報符号化

自動認識およびデータ取得技術

データ管理および交換

文書の記述と処理の言語

ユーザインタフェース

SC 36 学習，教育，研修のための情報技術

SC 37 バイオメトリクス

SC 38 クラウドコンピューティングと分散プラット
フォーム

SC 39 ITのおよびITによるサスティナビリティ

SC 40 ITサービスマネジメントとITガバナンス

SC 41 IoTと関連技術

SC 42 人工知能

※　黄色の網掛けは，2018年11月のJTC 1 ストックホルム総会にて新設・
改組が決議された会議体を示す

※　本図におけるSCのテーマ名称は日本工業標準調査会 Webサイト 
（www.jisc.go.jp/international/iec-tc.html tc.html）を参照し，一部修正．
本文では，紙面の都合上，簡略化している．JTC 1直下のAG・AHG・
SG・SWGのテーマ名称は，筆者が独自に記述
※　JTC 1 直下のSG 3 （3Ｄプリンティング）は，会議体としては残っ
ているが，2018年に設立されたWG 12に移行しており，事実上活動
していない

図　JTC 1 の組織構成と各会議体のテーマ
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ス）を検討してきました．
2018年10月に，JETIは，量子コン

ピューティング技術の調査 ・ 各標準化
組織での量子コンピューティングの標
準化への取り組み状況 ・ JTC 1 への
提 言 等 をTTR（Technology Trend 
Report）という報告書としてまとめ
ました．

このTTRを受け，中国 ・ 米国等か
ら量子コンピューティングに関する
SGを創設すべき旨の寄書が提出され，
JTC 1 ストックホルム総会にてSG創
設が決議されました．

このSGの活動項目は表 1 に示すと
おりであり，SG主査はHong Yang氏

（中国）が務めています．JTC 1 ストッ
クホルム総会の決議では，このSGで
の活動状況を次回のJTC 1 総会で報

告するよう求められており，現在，電
話会議等による検討が進んでいます．

（2）　データ利活用
このSGの設置は，JTC 1 ストックホ

ルム総会向けに提出されたオーストラ
リアからの寄書（Data Sharing Frame-
work）が契機になっています．この
寄書では，データ共有やスマートサー
ビ ス に 関 す る 検 討 を 行 う こ と を
JTC 1 に提案しています．

この寄書に関して，JTC 1 ストッ
クホルム総会では，SC 27（セキュリ
ティ）・ SC 38（クラウド）をはじめ
として多くのSCがデータ利活用にか
かわっており，JTC 1 内での整理が
必要であるとの意見が多くの国から提
起され，SG創設が決議されました．

このSGの活動項目は表 1 に示すと

おりであり，SG主査はDonald Deutsch
氏（米国）が務めています．JTC 1 ス
トックホルム総会の決議では，この
SGの活動状況を次回のJTC 1 総会で
報告するよう求められており，現在，
対面会議 ・ 電話会議等を併用した検討
が進んでいます．

（3）　Trustworthiness
“Trustworthiness”に確立した定義

はありませんが，各標準化組織によっ
て検討されてきた定義では，安全性 ・
セキュリティ ・ プライバシ ・ 信頼性 ・
回復力等を包含した「広義の信頼性」
を意味する場合が多いようです．現状，

“Trustworthiness（形容詞形はTrust-
worthy）”の定義が表 2 のように分か
れています． 

2018年 6 月に，ISO/IEC JTC 1  

表 １ 　JTC 1 直下に設置された新技術領域に関する主要SG

技術分野
（括弧内は組織上の区分）

量子コンピューティング
（SG 2 ）

データ利活用
（SG 7 ）

「広義の信頼性」
（SG 5 ）

活動項目

1 �．量子コンピューティングのキー
コンセプトの提示
2 �．技術面 ・市場面 ・社会面からの
要求条件
3 �．現在展開されている量子コン
ピューティングの技術
4 �．量子コンピューティングに関す
る活動の重要性をJTC 1 以外の団
体に認識させる
5 �．各種標準化団体での量子コン
ピューティング標準化活動に関す
る評価
6 �．量子コンピューティングの標準
化ニーズをどう扱うかの決定と提
言

1．このSGで扱う対象の合意形成
2 �．データ利活用の標準化を行って
いる組織の特定
3 �．データ利活用に関する懸案事項
等の特定
　a．データ共有への躊躇
　�b�．集められた情報に個人情報が含
まれるか否かを明確に定義する手
段がない

　�c�．データ分析能力向上に伴う，プ
ライバシ ・セキュリティ ・セーフ
ティの懸案

　�d�．連携しているデータに個人情報
があるか否かを決める場合のコン
テキストの重要性

　など

1 �．JTC 1 のSC ・ WG，ISOやIECの
TCおよび他の標準化組織における
「広義の信頼性」関連活動の現状を
評価
2 �．「広義の信頼性」に関連したギャッ
プについての情報収集
3 �．JTC 1 に共通する「広義の信頼性」
の定義を確立すること
4 �．「広義の信頼性」の要素または考
慮すべき点のスーパーセットを記
述すること. JTC 1 が「広義の信頼
性」の標準化のニーズをどのよう
に扱うべきかを特定し提案するこ
と
5 �．「広義の信頼性」に関するガイダ
ンスのドキュメントまたはJTC 1
のスタンディングドキュメントを
開発すべきかを含めたJTC 1 への
報告と提案を行うこと

出典：“Resolutions Adopted at the 34th Meeting of ISO/IEC JTC 1 , 5 - 8  November 2018 in Stockholm, Sweden（文書番号：ISO/IEC JTC 1  N 14027）”を基に，筆者が独自に和訳
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SC 41（IoT）からJAGに対し，“Trust-
worthiness”の定義等をJTC 1 内で横
断的に検討すべきとの問題提起があり
ました．これを受け，2018年 8 月の
JAGトロント会議にて“JAG Group 
on Trustworthiness”という検討グ
ループが発足しました．

JTC 1 ストックホルム総会をもっ
てJAG会議が開催されなくなったこ
と に 伴 い，こ の 検 討 グ ル ー プ は，
JTC 1 直下のSGとして改組されま 
した．

このSGの活動項目は表 1 に示すと
おりであり，SG主査はWalter Fumy
氏（ドイツ）が務めています．JTC 1
ストックホルム総会の決議では，この
SGの活動状況を次回のJTC 1 総会で
報告するよう求められており，現在，
電話会議等を併用した検討が進んでい 
ます．
■日本の検討体制

JTC 1 ストックホルム総会後の日

本の対応について紹介します．JTC 1
直下に新設 ・ 改組された会議体のう
ち，NB（National Body：各国代表団
体）＊に参加が求められているAG ・
AHG ・ 各SG ・ 各SWGへの対応を包
括的に行う目的で，情報処理学会情報
規 格 調 査 会（6） は，2018年12月 に

「JTC 1 サブグループ対応小委員会」
を設立しました．

この小委員会では，SG等での審議
状況の共有とSG等への対処方法の協
議を行っています．この小委員会での
議論を重ねる中で，必要に応じ，特定
SGへの対応を行う者の任命や，SG等
への対応のためのアドホック会議の設
置等も含めて協議しています．特に，

「データ利活用」「Trustworthiness」
については，当該小委員会メンバ以外
の国内企業 ・ 団体の関心が高いため，
情報規格調査会技術委員会の配下に，
前記小委員会とは別にそれぞれアド
ホック会議を設けて対応しています．

今後の予定

2019年からJTC 1 総会は年 2 回の

開催となり，今後は，2019年 5 月に
ハワイ（米国），同11月にニューデリー

（インド），2020年 5 月にリムリック
（アイルランド），同11月に岡山（日本）
にて開催される予定です．

■参考文献
（1）	 http://www.jtc1.org/
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pdf/000050.pdf
（5）	 https://jtc1info.org/developing-standards-for-

emerging-technologies-and-innovations/
（6）	 https://www.itscj.ipsj.or.jp/

＊	NB：ISOではMB（Member Body）と呼び，
IECではNC（National Committee）と呼びます．
ISO/IEC JTC 1は両組織に共通であるため，
NBと呼びます． 

表 2 　各標準化組織における“Trustworthy”の定義の違い 

標準化組織 用語 定義

ISO/IEC JTC 1  SC 41 Trustworthiness “property of deserving trust or confidence”
（出典：ISO/IEC 20924）

ISO/IEC JTC 1  SC 7 Trustworthy data
“data and related information that is accurate, complete, relevant, readily understood by and 
available to those authorised users who need it to complete a task”
（出典：ISO/IEC 19970-1）

IEC SC 45a Trustworthiness
“likelihood that an entity will behave as expected. In the context of industrial automation, 
attributes of trustworthiness include reliability, security, and resiliency”
（出典：IEC 62918, ed. 1.0 （2014-07））


